
 

 

 

 

 

 

 

 12月 18日（日）に魚住小コミセ

ンで、魚住地区のこれからについて

自由に誰でもが参加し話し合える場

である「くすのん広場」が開かれま

した。8月 21日、10月 16日につづ

いて 3回目の開催となります。これ

まで話し合われた中で、実際に有志

で鴨谷公園の清掃が始まるなど、で

きることから具体化されているよう

です。そんな、話し合いがどのような雰囲気の中でおこ

なわれているのか、覗きにいかせていただきました。小

学校では、6年生が国語科の「町の幸福論」でまちづく

り協議会さんが出前授業をされたり、「くすのん広場」

のことを先生が子どもたちに紹介されたこともあり、十

数名の児童が参加していました。また、お父さんと一緒

に参加したという中学生もおり、小学生、中学生を含

め、保護者世代、高齢世代という幅広い世代を超えての

対話がおこなわれました。 

 この会には①自由に参加、②否定・批判はしない、③

テーマは決めない、といった 3大ルールがありそのルー

ルに沿って、自由な雰囲気でフランクな対話がおこなわ

れました。 

 「一度、廊下を思いっきり走り回ってみたい」、「校則

のない日がほしい」といった子どもたちの発言も大人が

「おっちゃんも子どもの頃そう思っていた。コスプレで

登校する日があってもいいな」と投げ返しながら、「それ

ならどうしたら」と対話がすすんでいくのを見ながら、

今、ブラック校則と話題になることが多いですがこうし

た雰囲気の中で子どもたちと大人とで対話することで、子どもと大人が共有できる新たな価値が

生まれてくるのではと思いました。 
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 また、つながりという話題の中でも魚住小校区だけでなく、清水小や錦が

丘小などとなりの校区とも交流ができたらいいなといった話題、世代を超え

たつながりを持つために何かできないかといった話題などどんどん話が広が

っていきました。その中で、魚住小には第 2校歌として「クスノキすくすく

大作戦」という歌があります。今から 10年ほど前につくられた曲ですが、

その曲に小さな子からお年寄りまで一緒に踊れる振り付けをつけてはといっ

た話になり、子どもたちが参加された地域の方にクスノキすくすく大作戦の

歌を披露する場面もありました。 

 くすのん広場に参加しながら、地域の人との対話の場として、これまで松

が丘小がすすめている「松が丘サミット」のような交流の場をみてきまし

たが、くすのん広場のように、子どもが地域の集まりに“この指とまれ方

式”で参加する方法もあるんだと、対話のやり方はまだまだ工夫ができる

んだと感じました。 

そして、参加した子どもたちは次のような感想を述べていました。 

「お父さんについてきたが、最初はめんどくさい会だなと思っていたが、

話し合っているうちに地域のことを考えながら話をすることが楽しくなっ

てきた。ぜひ次回も参加したい」 

「今日で 2回目の参加だけど、この前よりも楽に話をすることができた」

etc. 

どの子たちからも「次回も参加したい」、「何か話し合ったこ

とから実現できたらいいな」と積極的な感想を述べていまし

た。 

こうした経験を積み重ねていく中で、非認知スキルが身に

つき、市民として成長していくんだろうなと感じました。 

今年度は 2 月、3 月とあと 2 回開かれますが、どんな対話

になっていくか楽しみです。 

 2023年度より、神戸市の一部の市立小中学校で、学級担任を固定せず、複数の教員でローテーシ

ョンする「チーム担任制」を導入するというニュースが神戸新聞や MBSNEWSでながれているのを目

にしました。以前から丹波市立中央小学校で 5・6 年の先生がチームを組んで担任をしているとい

うことに興味がありましたが、自分たちの学校ならと校内で検討してみてもいいのではと考えます。

学校教育目標を検討し、学校教育目標の実現に向けて、自分たちの学校にあった仕組としてこうし

た担任の仕組なども考えてみることが今必要なのではと考えます。そして、持続可能な形として根

付いていくためには、 “くすのん広場”ではありませんが、フランクな対話に乗せていくというこ

とが大切なんだと思います。そこに子どもたちも参加するのが普通といった時代がすぐそこにまで

来ているような気がします。（文責：北本） 

 

 

 

                      神戸新聞記事                MBSNEWS 

神戸の小中学校に「チーム担任制」導入へ 

 


